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生成された解答の検証ってどうやるの？
Grokに聞いてみた！

第133回数学教育実践研究会

北海道紋別高等学校 秋 葉 雄 太
mail： 757623@hokkaido-c.ed.jp

令和７年６月７日(土) ＠北海道大学

研究発表のテーマ

①生成AIってなに？

②生成AIの活用例

③Grokってなに？

④生成された解答の検証
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①生成AIってなに？

膨大なデータをもとに、会話や画像、
音楽などを生成するAIの一種

学習してより良いものを生成する

②生成AIの活用例

・Chat GPTを活用した授業の流れ

①練習

↓

②問題を通常の流れで解いてみる。

↓

③ Chat GPTで検索をしてみて、解答の正誤を確認する。

↓（解答がうまく出ない／合わない場合は）

④解答が出るように問いを変えてみる／答のどこに誤りがあるのかを確認する。

質問１ 今日の天気は？
質問２ 空欄
質問３ 空欄

→答えが出るように質問
を考えさせる練習
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②生成AIの活用例（確率の問題）

Chat GPT 

②生成AIの活用例（確率の問題）

 Copilot
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②生成AIの活用例（確率の問題）

 授業風景

当日資料

③Grokってなに？
Grok３(出典：Xの公式)

DeepSearch

徹底的に検索し、Grokの高速なエージェント検索

によって詳細かつ論理的な回答を生成します。

   Think

Xの推論モデルを使用して、数学、科学、コーディ

ングにおける最も難しい問題を解決します。

    Edit Image

新しい画像モデルを使って、あなたの画像のスタイル

や、背景、登場人物などを編集します。
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④生成された解答の検証

問い

解答
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解答

解答
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解答

検証
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検証結果

検証結果
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検証結果

あきらめて
再検証
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あきらめて
再検証

あきらめて
再検証
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あきらめて
再検証

研究発表のまとめ（○成果と●課題）

○問いに対して、解を生成することは一定の正確性が

あることが見られる。

○ChatGPTやCopilotについては、解の吟味や確かめと

して、授業でも扱える

○解に対しての検証は、わかりやすく文章化されている。

●Grokを授業で扱うことは、Xのアカウントと結び付い

ていることから、現実的には難しい。
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